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要 約 

 

本研究の目的は，進路指導における 6 つの活動の現状と課題を明らかにすることであった。小学校勤務の 27 名，中学校勤務の 16

名，高等学校勤務の 27 名の計 70 名を対象に質問紙調査を実施した。質問紙では，進路指導の 6 つの活動（自己理解にかかる活動，

進路情報の理解にかかる活動，啓発的経験，相談活動，選択・決定への支援活動，追指導）について，勤務校の現状を 4段階で評価

してもらい，現在のところ実施していることと実施していないが今後取り組まなければならないと考える活動について自由記述で回

答を求めた。進路指導の 6つの活動の現状評価について調査対象者内の分散分析を実施したところ，追指導が他の 5つの活動よりも

有意に評価が低かった。また，学校種差を検討したところ，進路情報の理解にかかる活動では高等学校が小学校や中学校より高く，

相談活動と選択・決定への支援活動では高等学校が小学校より高かった。最後に，実際に行われている活動と今後取り組まなければ

ならない活動について考察を行った。 

 

キーワード：進路指導，進路指導における 6つの活動，学校種差 

 

 
問題と目的 

 

 中央教育審議会答申「今後の学校におけるキャリア

教育・職業教育の在り方について」によれば，キャリ

ア教育とは「一人一人の社会的・職業的自立に向け，

必要な基盤となる能力や態度を育てることを通して，

キャリア発達を促す教育」と定義されている（中央教

育審議会, 2011）。2011年には，文部科学省よりキャリ

ア教育の手引きが整備されるなど（小学校キャリア教

育の手引き＜改訂版＞，中学校キャリア教育の手引き，

高等学校キャリア教育の手引き），キャリア教育を促

進する動きがみられる。 
 一方で，進路指導は，理念・概念やねらいにおいて

キャリア教育と同じものであるが，中学校・高等学校

に限定される教育活動であるとされている（文部科学

省, 2011）。しかしながら，キャリア教育が，就学前段

階から行われる活動であるとするならば，小学校段階

から，進路指導に該当する指導も行われなければなら

ないのではないかと考えられる。 

進路指導の具体的な活動としては6つのものがある

と指摘されている（文部科学省, 2011; 小泉・古川・西

山, 2016）。児童・生徒個人に関する諸資料を豊富に収

集し，一人一人の児童・生徒の能力・適性等を把握し

て，進路指導に役立てるとともに，児童・生徒にも将

来の進路との関連において自分自身を正しく理解さ

せる「個人資料に基づいて生徒理解を深める活動と，

正しい自己理解を生徒に得させる活動」（以降，自己

理解にかかる活動とする），職業や上級学校等に関す

る新しい情報を児童・生徒に与えて理解させ，それを

各自の進路選択に活用させる「進路に関する情報を生

徒に得させる活動」（以降，進路情報の理解にかかる

活動とする），児童・生徒に経験を通じて，自己の能

力・適性等を吟味させたり，具体的に進路に関する情

報を得させたりする「啓発的経験を生徒に得させる活

動」（以降，啓発的経験とする），個別あるいはグルー

プで，進路に関する悩みや問題を教師に相談して解決

を図ったり，望ましい進路の選択や適応・進歩に必要

な能力や態度を発達させたりする「進路に関する相談

の機会を生徒に与える活動」（以降，相談活動とする），

就職，進学，家業･家事従事など児童・生徒の進路選

択の時点における援助や斡旋などの「就職や進学等に

関する指導･援助の活動」（以降，選択・決定への支援

活動とする），児童・生徒が卒業後それぞれの進路先

においてよりよく適応し，進歩・向上していくように

援助する「卒業者の追指導に関する活動」（以降，追

指導とする）。 
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自己理解に
かかる活動

進路情報の理解
にかかる活動

啓発的
経験

相談活動
選択・決定へ
の支援活動

追指導

2.50
(0.74)

2.51
(0.81)

2.44
(0.78)

2.51
(0.72)

2.25
(0.83)

1.68
(0.88)

Table1　進路指導の6つの活動の評価（全体）

平均値（標準偏差）

 これらの活動は三村 (2008) の概念図でも示されて

いるように，選択・決定への支援活動と追指導は順序

性があるものの，自己理解にかかる活動，進路情報の

理解にかかる活動，啓発的経験，相談活動は，順序性

が確立したものではないと考えられる。また，これら

の活動は各学校種の段階において含まれるべきもの

であり，卒業後においても義務教育が継続する小学校

段階においても例外ではないと考えられる。キャリア

発達は，様々な学びや児童・生徒の自身への気づき蓄

積し，迷いや葛藤を経験しながら，自己実現へと向か

っていくものであり，卒業時における，いわゆる出口

指導だけで形成されるものではない。 

 ところで，進路指導にもPDCAサイクル（Plan, Do, 
Check, Action）の考え方は必要であり（三村, 2008），

これらの6つの活動ごとに実行されたものの評価を行

う必要がある。国立教育政策所 (2013) では，小学校

から高等学校におけるキャリア教育の現状と課題に

ついて，学校，学級・ホームルーム担任，子ども，保

護者の認識について，多面的に示されている。ただし，

これらは進路指導の6つの活動に沿って調査されたも

のではない。そこで，本研究では，これらの6つの進

路指導に関する活動の現状を示すとともに，今後の課

題について明らかにすることが目的である。 
 

方 法 

 

調査対象者 

 小学校勤務の27名，中学校勤務の16名，高等学校

勤務の27名の計70名であった。調査対象者の年代は，

30代が18名，40代が19名，50代が33名であった。 

調査の手続き 
質問紙調査を実施した。質問紙では，まず，年代，

勤務先の校種，担当学年（役職）を尋ねた。次に，進

路指導の6つの活動について，勤務校の現状を評価し

たうえで（1．不十分である，2．やや不十分である，

3．十分である，4．優れている，の4つから1つを選

択する），現在のところ実施していることと実施して

いないが今後取り組まなければならないと考える活

動について自由記述で回答を求めた。 
 

 

結 果 

 

分析にあたっては，欠測値はその都度除外した。 

進路指導の6つの活動の現状評価 
平均値および標準偏差を算出した（Table1）。進路指

導の6つの活動の現状評価について調査対象者内1要
因分散分析を実施したところ，有意な差がみられた（F 

(5, 290)=13.75, p <.01, ηp
2=.19）。多重比較を行ったとこ

ろ，追指導が他の5つの活動よりも有意に得点が低い

結果が得られた。 
進路指導の6つの活動における現状評価の校種差 

次に，学校種を要因，進路指導の6つの活動の現状

評価を従属変数とした調査対象者間1要因分散分析を

行った。その結果，進路情報の理解にかかる活動，相

談活動，選択・決定への支援活動において有意な差が

みられた（Table2）。そこで，Tukey の HSD による多

重比較を行ったところ，進路情報の理解にかかる活動

では高等学校が小学校や中学校より高く，相談活動で

は高等学校が小学校より高く，選択・決定への支援活

動では高等学校が小学校より高い結果が得られた。 
進路指導の6つの活動の取り組み（現状） 

自由記述で記入してもらったものを一般的な表現

に改めて，一部をTable3に示した（Table3）。 

進路指導の6つの活動に関して今後取り組まなければ

ならないと考える活動 

自由記述で記入してもらったものを一般的な表現

に改めて，一部をTable4に示した（Table4）。 
 

考 察 
 

本研究の目的は，進路指導の6つの活動に関する現

状報告を行い，課題を明らかにすることが目的であっ

た。 

 まず，活動全体としての評価をみてみると，追指導

を除く5つの活動において平均値が2～3の間となり，

標準偏差が1を超えることもなかったことから，十分

とも不十分ともいえないのが現状の評価であると考

えられる。 
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学校種
自己理解に
かかる活動

進路情報の理解にかかる
活動

啓発的経験 相談活動
選択・決定への

支援活動
追指導

小学校
2.59

(0.69)
1.96

(0.71)
2.33

(0.62)
2.24

(0.78)
1.79

(0.78)
1.59

(0.80)

中学校
2.24

(0.75)
2.65

(0.61)
2.37

(0.81)
2.59

(0.62)
2.25

(0.78)
1.65

(0.79)

高等学校
2.58

(0.76)
3.00

(0.69)
2.60

(0.91)
2.73

(0.67)
2.68

(0.69)
1.78

(1.04)

主効果 F(2,67)=1.47 F(2,67)=15.90
＊＊ F(2,65)=0.83 F(2,65)=3.26

＊
F(2,65)=8.71

＊＊ F(2,59)=0.72

ηp
2 .04 .32 .03 .09 .22 .01

多重比較 高＞小
＊＊

，高＞中
＊＊

高＞小
＊

高＞小
＊＊

Table2　学校種ごとの進路指導の6つの活動の評価の平均値（標準偏差）

p <.01
＊＊

　　p <.05
＊

校種 取り組み

自己理解にかかる活動 小
学級活動や道徳等で自己の良さを見つける活動。エンカウン
ターで良さを認め合う。教科の中で得意，不得意を知る。

中
日常の中でよいところをほめる。学級活動や道徳を通して，自
分や友だちの良さに気づく。教科で自己の振り返り。Q-U。

高
長所を互いに考えるグループワーク。自己分析シートの作成。
職業適性検査。自分史の作成。自分の障害の理解。

進路情報の理解にかかる活動 小
中学校の体験入学。小・中の交流。保護者へ就職先などの情報
提供（特別支援）。図書館の本を使って夢を伝える。

中
卒業生を招いて高校生活について聞かせる。進路説明会。地元
の企業から講話に来てもらう。高等学校訪問。

高
大学，学部研究。大学訪問。面談での情報提供。ホームルーム
や学年集会で，入試制度の説明。業者によるガイダンス。

啓発的経験 小
地域の方を招いて農業体験。地域探検。工場見学。係活動。委
員会活動。自然保護団体との活動。バザーの体験。

中
職場体験。企業訪問。農業・林業体験。高校の体験入学。関心
のあるテーマについて各専門機関に取材している。

高
インターンシップ，職場訪問。高齢者施設や幼稚園での活動。
大学訪問。オープンキャンパスへの参加。国際交流イベント。

相談活動 小 担任面談。年3回の教育相談。日記指導。

中 保護者を含めた3者面談。スクールカウンセラーによる相談。

高
個人面談。保護者会。進路相談室での個別相談。相談支援員の
活用。

選択・決定への支援活動 小
子どもの気持ちを聴き，家庭と連携しながら自己決定を促して
いる。活動をしていない。

中
進路希望調査の実施。合格できる学校を紹介している。選択に
必要なデータの提供。卒業生の助言を冊子にして配付。

高
前年までの実績を提示している。面談時に助言をする。選択肢
のメリット，デメリットを考えさせる。将来を考えさせる。

追指導 小 小中連絡会での情報共有。年賀状。

中
卒業後に来校した時に話を聞く。母校訪問。中高連絡会での情
報交換。

高
浪人生激励会。卒業生が遊びに来た時に話す。就職先から離職
する場合は連絡するよう指導。企業の要望で見に行く。

Table3　進路指導の6つの活動の取り組み例（現状）
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校種 取り組み

自己理解にかかる活動 小
他者から良いところを見つけてもらう活動を行う。職業適性検
査の実施。リフレーミングをとり入れた指導。

中 良いところをみつける活動を行う。

高 進職業適性検査を活用する。

進路情報の理解にかかる活動 小
どのような職業があるかを知るための活動。児童が受け身に
なっていることの改善。

中
進路先，職業の具体例をたくさんとりあげる。ニートや夢がな
い生徒への対応。学校見学会に参加する。分野別ガイダンス。

高 教員が進路資料を精読する。

啓発的経験 小
経営論をとり入れたごっこ遊び。各業種の人との交流。係活動
などを通じて働くことの喜びや感謝の気持ちをもたせる活動。

中 企業訪問先を希望で決めるのではなく，適性で決めたい。

高
より多くオープンキャンパスや模擬授業を体験できる仕組みを
つくる。生徒自らが企画を立てて行う体験活動。

相談活動 小
今の時間数や日課ではこれ以上できない。スクールカウンセ
ラーを活用して相談の場をもっともちたい。

中
担任以外が相談を実施できる場面づくり。高校入学ではなく，
将来を見据えた支援が必要。キャリアアドバイザーの導入。

高
相談技術の研修。面談内容が成績に重点があるので，内面まで
踏み込みたい。1人1人じっくり対応したい。

選択・決定への支援活動 小
もっと選択決定の機会があっても良い。小学校段階では，親に
対する支援が必要。職業選択・決定の練習が必要。

中
生徒と保護者の希望が異なる場合の対応の方法，本人の希望と
能力が合っていない場合の対応の方法についての理解。

高
適性の把握を担任や学科の教員1人で決めていることが多いの
で，学校内で共有する必要がある。

追指導 小 中学校入学後にも連絡会をもてるとよい。

中
卒業生を呼んで話をしてもらいたい。卒業時の担任が転勤せず
に学校に残れる環境づくり。

高
全国へ散らばる卒業生を組織的に指導するのは不可能。定期的
に母校に集まって後輩に話をしてもらう会を作りたい。

Table4　今後取り組まなければならない活動 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 次に，6 つの活動を比較したところ，追指導が他の

指導よりも低く評価されており，かつやや不十分を下

回る評価であった。追指導については，児童・生徒が

卒業した後での指導となるため，当該児童・生徒にア

プローチするのが困難であったり，年度を終えてから

の活動となるため，教師が別の学年の担任になったり

と多忙になり，追指導を行う時間的な余裕がないと考

えられる。しかし，追指導には，新たな進路に進んだ

卒業者の適応に関する問題の解決の他に，指導で得ら

れた内容を基に進路指導の活動の評価に生かすこと

ができたり，次年度の教育に活用することが可能であ

ったりするため（三村, 2008），その意義は大きい。在

籍時より，教員と児童・生徒の双方にとって利益が生 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

じるような仕組みを作っておくことが重要ではない

かと考えられる。 
 校種間の比較では，進路情報の理解にかかる活動に

おいて，高等学校が中学校や小学校よりも評価が高く，

相談活動および選択・決定への支援活動では高等学校

が小学校よりも評価が高かった。小学校の場合，ほと

んどは公立中学への進学という決まった出口になる

ため，進路情報の提供や相談活動，選択・決定への支

援活動については，まだ不要であるとの考えが強いの

かもしれない。しかし，小学生段階であっても，夢や

あこがれとしての職業展望をもつことは可能であろ

うし（神谷, 2006），日頃の学習に自我関与させること

に繋がり，学習の動機づけとして機能すると考えられ

る。また，複数の選択肢から1つを選ぶという意思決

定方略の傾向に関する自己分析は，小学校段階からで
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も可能であると考えられる。たとえ，社会へ出る機会

が中学校や高等学校以降であったとしても，それぞれ

の発達段階において取り組める活動はあると考えら

れる。また，進路相談は教師が主導し，子どもたちが

面談を受けるという消極的な理解があると考えられ

る。さらに，国立教育政策所の調査でも（国立教育政

策所, 2013），年間指導計画にキャリア・カウンセリン

グが含まれている割合は極めて低く，1 割を下回ると

報告されている。国立教育政策所 (2016) では，主体

的に考えさせる働きかけを重要としており，子どもが

主体的に活動に取り組むことで，教師はそれをサポー

トするという役割の相談活動が確立するのではない

かと考えられる。 
 進路指導の6つの活動で現在取り組まれているもの

と課題については，多様な回答がみられた。それぞれ

の活動ごとに考察を行う。 

 自己理解にかかる活動では，自分や他者による良い

ところ探し，自己分析や職業適性検査を利用して，自

分について理解する活動などが報告された。これらの

活動は学級活動や道徳の授業の中で行われているよ

うであった。また，教科の中で，自分の得意，不得意

なものを知ることで理解につなげているような回答

もみられた。特別支援学級の子どもの場合は，自己の

障害について理解させることも含まれていた。今後取

り組まなければならない活動では，小学校段階での職

業適性検査の使用という回答もみられた。早い段階に

おける職業意識は大切であるが，発達段階に応じて自

己の捉え方は変わってくるものであり（Montemayor, 

& Eisen, 1977），また，様々な経験の中で向き・不向き

という捉え方も変化していくと考えられるため，早期

に理解させることで可能性を狭めることのないよう

に留意する必要があるだろう。 

進路情報の理解にかかる活動では，実際に進学する

学校を訪問することを通して情報を得たり，小中学校

の場合は，合同で行事を開催して交流を図ったりする

活動が報告された。中学校や高等学校では，面談や進

路説明会の中で情報提供を行っているようであった。

今後取り組まなければならない活動としては，児童・

生徒自身が受け身で情報収集をするのではなく，積極

的に情報収集を行う必要があること，より多くの進路

先や職業の情報を提供すること，分野別ガイダンスの

ようなきめ細やかな指導が必要であることなどが回

答された。例えば職業を調べるにしても，大まかな業

種から，そこで働いている仕事の分担まで細かく調べ

ていくことは可能である。情報探索の機会を多くもち，

進路先の理解を深めていくことが望ましいと思われ

る。 
啓発的経験では，インターンシップ，地域の方を招

いての農業体験，工場見学，係活動などが報告された。

体験活動は中央教育審議会答申「今後の青少年の体験

活動の推進について（答申）」においても重視されて

おり（中央教育審議会, 2013），職業体験は充実して実

施されていると予測される。また，今後取り組まなけ

ればならない活動については，啓発的経験においても，

主体的に取り組ませる必要性を感じてか，企画から行

う活動も回答としてみられた。主体的に取り組ませる

方法については課題であろう。 
  相談活動では，担任との面談，年間計画に立てられ

ている教育相談の中での活動，保護者を含めた3者面

談，スクールカウンセラーや相談支援員を活用した相

談活動が報告された。今後取り組まなければならない

活動については，キャリアアドバイザーのような専門

的知識をもった人材の活用や，相談活動にあたる時の

技術の向上を目的とした研修などが挙げられた。キャ

リア・カウンセリングは，通常のカウンセリングとは

手法が異なるうえ（小泉, 2010），進路情報について詳

しい人物が行う方が望ましいと考えられることから，

カウンセリング技法や知識の習得に関する研修を行

ったり，専門的な人材を雇用したりできることが望ま

しいと考えられる。 

選択・決定への支援活動では，前年までの実績や選

択に必要なデータの提供を行っていることが報告さ

れた。今後取り組まなければならない活動については，

児童・生徒自身の希望と保護者の希望が異なっていた

り，児童・生徒が希望していても，教員側からすると

困難であると感じていたりするような場面での指導

方法などが挙げられた。また，職業選択・決定の練習

の必要性も回答された。小学校段階では，私立中学校

への進学のための受験を除いては，選択・決定の機会

はほとんどないが，複数の選択肢の中から1つを選ぶ

時の特性について理解したり，自分自身が何を重視し

ようとしているかを把握したりすることは練習にお

いても可能であろう。 
追指導では，小中連絡会や中高連絡会での情報共有，

卒業後に来校した機会に話を聞くなどが報告された。

今後取り組まなければならない活動については，卒業

時の担任が転勤せずに学校に残れる環境づくりや，定

期的に母校に集まって後輩に話をしてもらう会をつ

くるなど先輩と後輩の繋がりを作る活動が挙げられ

た。進学先や就職先が同じ地域であれば，交流を図る

ことは難しくないが，全国各地へ進学，就職するよう

な学校では，困難な場合もあると思われる。現代では，

インターネットで場所を問わずに交流することが可

能になった。ICT を活用することで，この問題の一部

を解決できるのではないかと考えられる。 
 以上のように，本研究では，進路指導の6つの活動

の現状と課題についてみてきた。調査対象者は合計で

70名と少なく，結果に対する信頼性の課題は残るもの

の，各学校種の現状と課題をみることができたと考え

る。 
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ある学校で取り組まれている指導について，他の学

校では課題として報告されるものも見られた。つまり，

学校間の取り組みの違いがあったといえよう。特に，

公立学校では，同校種間において連携をし，進路指導

の情報共有を図っていくことが必要であろう。さらに，

他の学校種間の発達段階を考慮した体系的な指導方

法については確立されているとは言い難く，実証的な

研究に基づいた整備が必要であると考える。 
 

引用文献 
 

中央教育審議会 (2011). 今後の学校におけるキャリア

教育・職業教育の在り方について（答申） 

Retrieved from 

http://www.mext.go.jp/component/b_menu/shingi/tous
hin/__icsFiles/afieldfile/2011/02/01/1301878_1_1.pdf 
(2018年3月15日) 

中央教育審議会 (2013). 今後の青少年の体験活動の推

進 に つ い て （ 答 申 ）  Retrieved from 
http://www.mext.go.jp/component/b_menu/shingi/tous

hin/__icsFiles/afieldfile/2013/04/03/1330231_01.pdf 

(2018年3月16日) 

神谷孝男 (2006). 小学校段階からのキャリア教育

―「生きる力」と「夢」をはぐくむ教育― 愛

知教育大学教育実践総合センター紀要, 9, 17-26. 
小泉令三（編） (2010). よくわかる生徒指導・キャリ

ア教育 ミネルヴァ書房 
小泉令三・古川雅文・西山久子（編） (2016). キーワ

ード キャリア教育―生涯にわたる生き方教

育の理解と実践― 北大路書房 

国立教育政策所 (2013). キャリア教育・進路指導に関

する総合的実態調査第一次報告書 
Retrieved from 
http://www.nier.go.jp/shido/centerhp/career_jittaityousa

/pdf/ver_all.pdf（2018年11月6日） 
国立教育政策所 (2016). 「キャリア教育・進路指導に

関する総合的実態調査」パンフレット 「語る」

「語らせる」「語り合わせる」で変える！キャリ

ア教育―個々のキャリア発達を踏まえた“教

師”の働きかけ― 
Retrieved from 
http://www.nier.go.jp/shido/centerhp/career_jittaityousa

/pamphlet/h28/all.pdf（2018年11月6日） 
三村隆男 (2008). 新訂 キャリア教育入門―その

理論と実践のために― 実業之日本社 
文部科学省 (2011). 中学校キャリア教育の手引き 

Retrieved from 
http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/d

etail/__icsFiles/afieldfile/2011/06/16/1306818_06.pdf

（2018年3月15日） 

Montemayor, R., & Eisen, M. (1977). The development of 
self-conception from childhood to adolescence. 

Developmental Psychology, 13, 314-319. 
 

（2018年8月1日受理） 
 

―64―



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice




